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NO 訂正日 正誤箇所 誤 正

1 2017年9月28日
P.19
表1　手術室の基本的な構成要件

　誤）　要件 1. 清潔度のクラス（クラスⅠ（高度清潔区域）・クラスⅡ（清潔区域））が逆に記載されている。

 ①  誤）　呼吸回路部の説明の用語の「呼気弁」と「吸気弁」が逆に記載されている。
 
 ②  誤）　窒素ガス配管  ②  正）　亜酸化窒素ガス配管

3 2018年1月22日
P.63
4. 医用接地方式

　ａ.保護設置 　a.保護接地

下記の通り、誤記がありましたので訂正いたします。

2

①
2017年10月16日

②
2019年10月15日

P.109
図2　麻酔器の基本構成



NO 訂正日 正誤箇所 誤 正

5 2018年1月22日
P.19
表1　手術室の基本的な構成要件

　
　誤）　非設置配線方式

　
　正）　非接地配線方式

6 2018年1月22日
P.20
8.電気設備

　非設置配線方式（フローティング電源：絶縁変電器の電路の一端を設置しない方式） 　非接地配線方式（フローティング電源：絶縁変電器の電路の一端を接地しない方式）

4 2018年1月22日
P.145
表1　清浄度クラス

　誤）　清浄度クラスⅥはなく、Ⅴに汚染管理区域・拡散防止区域の2つがある。



NO 訂正日 正誤箇所 誤 正

7 2018年3月12日

P.358
図3　経皮的冠動脈インターベンショ
ン（PCI）後の抗血小板薬管理フロー
チャート

　
　誤）　Fleisher LR, Beckman JA, Brown, et al.

　
　正）　Fleisher LA, Beckman JA, Brown KA, et al.

8 2019年10月7日
P.238　13行目
1.体位

　誤）穿刺時には，軽度の鎮静薬や鎮静薬の投与は可能であるが，・・・・危険である。 　正）穿刺時には，軽度の鎮静薬や鎮痛薬の投与は可能であるが，・・・・危険である。

9 2019年12月9日
P.112　4-a 除細動器の取り扱い上
の注意

　誤）・使用時は専用ペーストを塗布し，パドルは胸郭（右鎖骨下と左側副部）に強く押し当てる。 　正）・使用時は専用ペーストを塗布し，パドルは胸郭（右鎖骨下と左側腹部）に強く押し当てる。

10 2020年1月14日
xxii
略語一覧

　誤）AEC　　 airway exchange catheter
　　　　　　　　　（エアウェイエクスチェンジャー）

　正）AEC　　 airway exchange catheter
　　　　　　　　　（チューブエクスチェンジャー）

11 2020年1月14日
P.353
C 集中治療室での処置・治療に関す
る説明と同意について

　誤）経皮的膜型人工肺装置 　正）経皮的心肺補助

12 2020年1月14日
P.445
8 拮抗性鎮痛薬
a ペンタゾシン

　誤）血圧と肺動脈の上昇 　正）血圧と肺動脈圧の上昇

13 2020年1月14日
P.564
左側11行目・17行目

　誤）エアウェイエクスチェンジャー留置抜管法 　正）チューブエクスチェンジャー留置抜管法

14 2020年1月14日
P.565
図6　発展手技③

　誤）③エアウェイエクスチェンジャー 　正）③チューブエクスチェンジャー

15 2020年1月14日
P.566
表8・表9

　誤）エアウェイエクスチェンジャー（表8）・エアウエイエクスチェンジャー（表9） 　正）チューブエクスチェンジャー（表8・表9ともに）

16 2020年1月14日
P.588
1 肺胞低換気
a 肺胞低換気における酸素分圧

　誤）肺胞低換気の原因は分時換気量の減少であり，中枢性換気障害，上気道閉塞，閉塞性換気障害，拘束性換
気障害の五つに分類される。

　正）肺胞低換気の原因は分時換気量の減少であり，中枢性換気障害，上気道閉塞，閉塞性換気障害，拘束性換
気障害の四つに分類される。

17 2020年1月14日

P.592
B 低酸素血症の治療
a 肺胞低換気が疑われる
右側12行目

　誤）最近ではnasal high flowという吸気時に合わせて流量を電子制御するシステムが導入され， 　正）最近では、鼻カニューレを使用して高流量の酸素投与するnasal high flowにより，

18 2020年1月14日
P.603
g 発作性上室性頻拍（PSVT）

　誤）Afが心房内に異常な回路をもっていたのに対し 　正）AFが心房内に異常な回路をもっていたのに対し



NO 訂正日 正誤箇所 誤 正

19 2020年1月14日
P.627
3  X 線造影剤使用時の処置

　誤）X 線造影剤は急性腎不全のリスクを高めることが明らかである。造影剤誘発性腎症の予防に炭酸水素ナトリウ
ムの投与が有効であるという意見があるが，効果がなかったという報告もあるので，今後の検討を要する。
また，腎機能が低下している症例でX線造影剤を用いた検査を行う必要がある場合，予防的に透析を行うことも造影
剤誘発性腎症の予防に役立つといわれている。

　正）X 線造影剤は急性腎不全のリスクを高めることが明らかである。造影剤誘発性腎症の予防に炭酸水素ナトリウ
ムの投与が有効であるという意見があるが，効果がなかったという報告もあるので，今後の検討を要する。
（下線部削除）

20 2020年1月14日
P.718
M 検査・処置時の麻酔
右側下から3行目

　誤）経持的なバイタルサイン 　正）経時的なバイタルサイン

21 2020年1月14日
P.771　索引
「え」の項

　誤）エアウェイエクスチェンジャー　564
　　　─ 留置抜管法　564

　正）　削除

22 2020年1月14日
P.783　索引
「ち」の項

　誤）チューブエクスチェンジャー　233,
　　　662, 664, 667

　正）チューブエクスチェンジャー　233,
　　　564, 662, 664, 667
       ─ 留置抜管法　564


